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（
住
所
）
香
芝
市
下
田
西
１
の
９
の
３

（
祭
神
）
武
甕
槌
大
神

（
交
通
）
近
鉄
下
田
駅
か
ら
す
ぐ
、
Ｊ
Ｒ

香
芝
駅
か
ら
徒
歩
約
５
分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
７
５
３
５

「
源
氏
再
興
へ
」常
陸
に
源
流

近
鉄
下
田
駅
の
北
に
あ
る

神
社
で
、
祭
神
は
茨
城
県

の
鹿
島
神
宮
と
同
じ
武
甕

槌
大
神
で
す
。
香
芝
の
地

名
は
当
社
の
「
カ
シ
マ
」
に

由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
ま

す
。「結

鎮
座
文
書
」（
後
述
）

に
よ
り
ま
す
と
、
１
１
７
２

年
、

源

義
朝
の
家
臣
の
鎌

田
小
次
郎
政
光
が
、
常
陸
の

国
鹿
島
神
宮
の
分
霊
を
勧
請

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
平

治
の
乱
（
１
１
５
９
年
）
で

平
清
盛
に
敗
れ
た
源
義
朝
一

行
は
、
知
多
で
殺
害
さ
れ
ま

し
た
が
、
政
光
は
逃
れ
て
常

陸
国
の
鹿
島
に
た
ど
り
着

き
、
鹿
島
神
宮
で
源
氏
再
興

の
願
掛
け
を
し
ま
し
た
。
満

願
の
日
の
夜
、
夢
に
老
人
が

出
て
き
て
、
西
の
方
に
行
け

ば
願
い
が
か
な
う
と
言
わ

れ
、
旅
に
出
ま
す
。
鹿
島
の

風
景
に
似
た
下
田
に
至
り
、

祠
を
建
て
て
鹿
島
神
宮
の

神
を
祭
っ
た
の
が
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。
当
初
は
や

や
南
の
地
に
あ
り
、
鎌
田
と

い
う
地
名
も
残
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
古
く
か
ら
、
氏

子
の
宮
座
と
し
て「
結
鎮
座
」

が
あ
り
、
現
在
も
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。神
社
に
奉
仕
し
、

祭
礼
を
行
っ
て
き
た
集
団

で
、
座
の
組
織
や
年
中
行
事

な
ど
を
記
し
た
「
結
鎮
座
文

書
」
（
県
指
定
文
化
財
）
が

伝
わ
り
、
村
や
宮
座
の
構
造

を
知
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
１
月

日

に
行
わ
れ
る
渡
御
行
事
は
、

宮
座
の
上
十
人
衆
が
輪
番
で

務
め
る
頭
屋
宅
に
、
鹿
島
神

社
の
ご
神
霊
を
迎
え
る
行
事

で
す
。
昨
年
の
秋
祭
り
で
は

「
下
田
だ
ん
じ
り
」
が
約

年
ぶ
り
に
曳
行
さ
れ
ま
し

た
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

喜
多
村
英
夫
）

鹿
島
神
社
拝
殿
‖
香
芝
市
で
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鹿
島
神
社
（
香
芝
市
）
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